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チダラボ・リカレント市民大学

スチューデント・リベラルアーツ
プログラム
ー世界はセルフメイドのアートでできているー



プロジェクト開発にあたり
アフターコロナの時代を共に生きるー価値観に変革をもたらす教育をー

時代の成長のためには多様な価値観の相互理解と自他の尊重が欠かせません。わたしたちチ
ダラボは，過去から学び未来を自分たちの手で作っていくために，全世代型の教育プロジェクト
を推進してきました。

「思考の土台を作るちから」をつけるためには学校では教えてくれないレガシーが必要です。それ
は教養や人生哲学と呼んでよいのではないでしょうか。特に，若い世代に向けて「多様な経験
をすること」「五感で感じること」「深く思索すること」を目的に，社会学・哲学・芸術・デジタル
アーツ・心理学・法学などの多分野の専門家とタッグを組み，能動的に学び自分の人生を自ら
育てるちからを涵養するためのスチューデント・リベラルアーツプロジェクトを開発しました。

私たちはそれぞれが，「どこからきてどこへ行くのか」を探求する道の途中にいます。その意味で，
どの年代の人でもスチューデントであり続けるのだと思います。

このプログラムでは，多様な価値観や思索の感動を共有し，人々が自分自身を理解し，同
時に新しい社会や価値観のあり方を誇りに思えるような教養の基礎となり得るさまざまな分野の
授業を提供します。

※ 本事業は，公益財団法人日本フィランソロピック財団第２回「青少年自己探求支援基
金」の2023年度助成を受けています。

※ 本事業は，早稲田大学社会政策研究所の後援を受けています。



法人紹介
NPO法人チダラボとは

女性・若年成人・児童や、福祉の支援の枠から外れ

た人達の活躍の推進・教育支援・社会復帰支援等

とそれに伴う調査研究を行い、すべての人が安心して

活躍できる社会づくりや復興支援のためのソーシャル

イノベーションを目的として設立。政策提言を目的と

したシンクタンクとしての活動や，生涯学習のための

市民大学を新設し精力的に活動中です。

https://chidalabo.com/

https://chidalabo.com/


プロジェクトの３本柱

シンポジウム登壇発表

ワークショップ

1. 発表資料制作

プレゼン技術授業

希少価値の現地見学

①東日本大震災被災地見学

②研究室と行く刑事施設見学

リベラルアーツ授業

バーチャルキャンパスでの

メタバースによる授業と

能動的なハイブリッド



具体的目標 成果物 アフターケア

・多様なジャンルの授業を展開し， 
参加者が「自分の人生をいきる」とい
うことを考える機会を提示

・参加者は，授業・視察参加により
自分の生き方に関する新たな視点を
得，その内容についてデジタルスキル
によるプレゼン能力を会得の上，自
主研究報告を行う

プロジェクトの３つの狙い
求める結果と持続性

・法人開催のシンポジウム開催
・シンポジウム開催において研究報
告のリーフレットを制作
・対象者が学んだことを「市民先生」
となってチダラボ・リカレント市民大学
で授業を行い，社会にフィードバック
する
・学校等での自由研究報告

・アンケート調査により参加者の行動

と認識の変容度合いや人生哲学全

般に関する向上的変化，またはネ

ガティブな思考等について分析する

・参加者ニーズに応じて，専門家に

よるカウンセリングやコーチ等の機会を

提供する



＜対 象＞

① オールプログラム・スチューデント

授業＆見学＆シンポジウムに参加できます
生徒・学生又は25歳以下の方

② オールプログラム・ファミリー

授業＆見学＆シンポジウムに参加できます
①の両親・兄姉・祖父母などの近親者

③ ゲスト

授業参加or聴講,見学＆シンポジウム聴講
一般の社会人（聴講生）

④ インターンシップ

制作スタッフ・運営ボランティアなど随時募集

＜受講方法＞（授業及びシンポジウム）
オンライン又はハイブリッド授業

＜見 学 先＞ 
東日本大震災被災地である仙台市周辺
東京周辺の各種刑事関係施設

＜期 間＞2023年６月 ～ 2024年２月

＜カリキュラム＞ 次ページ以下参照

各種授業（17単元）及び現地見学（２か所から選択）とリンクした
特別授業・ワークショップを経て，シンポジウム発表までを行う。
授業内容は，リベラルアーツ教育プログラムー世界はセルフメイド
のアートでできているー「未成年の私たちとおとなの私たちがどう
生きているか・いくか」をシリーズ共通テーマとして構成。

募 集 内 容
問い合わせ・申込みフォーム

click here

https://forms.gle/7MqfPLzubnAKuX7s5
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僕たちの哲学 心理学とわたしのこころ

・「生きる」とはどんなことだろう
・私は10年後どんな人になっているか
・社会と家族と自分の関係
・ひとりひとりの「今を生きる」ということ
について哲学と社会学などの観点か
ら考えます

カリキュラム

2023.6.24(土)

10:00-12:00

・「心」とはなんだろう

・「自分」を理解することの重要性

・「自我」の形成について

・心理分析とコミュニケーション学から

自分らしさと「嫌われること」について

考えます

ジョブ＆ライフクラフティング

・何歳の人でも，現在地から自分の
人生設計図を作ってみる
・大人のあなたと子どものあなたの人
生地図を考える
・実際に自由に自分の地図をクラフト
してみよう

2023.6.25(日)

10:00-12:00

2023.７.８(土)

10:00-12:00



・そもそも「お金」ってなんだろう

・世界的トップバンカーから世界経済

のリアルを聞く

・お金の使い方・作り方・付き合い方

を考える

カリキュラム

お金と経済学

倫理学とIT社会

・AIと人間の知能の決定的な違いっ

てどんなことだろう

・未来社会に必要な人間のプレゼン

スについて考える

・AIにない人間の良さについて（祈り

願い行動すること）

犯罪学・刑事法学

・法律はなんのためにあるの？
・法律の種類と働き
・犯罪者は悪い人なの？
・成人したら何が変わるの？
・元検事の弁護士に聞く罪と罰の考
え方

2023.７.９(日)

10:00-12:00

2023.７.29(土)

10:00-12:00

2023.８.５(土)

10:00-12:00



刑事政策の「ケ」

・身近なニュースやネットで見かける

意見から考える罪と罰

・悪い人はずっと刑務所にいれておけ

ばよい？少年法なんていらない？

・安全な社会を作るための５箇条を

元検事・大学教授に聞く

カリキュラム

2023.８.６(日)

10:00-12:00

新しい教育とダイバージョンの人生

・かつての僕たちが語るセルフメイドの人

生

・さまざまな職業の大人が教育と自分の

人生の選択肢について語る

・好きなことを仕事にするってどういうこ

と？

2023.９.９(土)

10:00-12:00

見学 震災／被災地

・東日本大震災被災地とソーシャル
ファームの農福連携と復興支援につ
いてバーチャル見学

・小学校が津波に飲まれた被災地
域から当時の状況やそれからの日々
についてお話を伺う

2023.9.16(土)

10:00-12:00



カリキュラム

2023.９.23(土・祝)

10:00-12:00

バーチャル見学

刑事政策／刑務所

・法務省矯正局・早稲田大学社会安

全政策研究所等の協力により，犯罪

の実情と再犯防止と被害者支援の観

点から刑務所等を視察し，安心安全

な社会づくりについて考える

・人と人が支え合う社会とはどんなもの

か

2023.10.11(水)

17:00-19:00

特別授業

防災／在宅避難とフェーズフリー

於・日比谷図書館地下大ホール

「防災力」ってなんだろう

ー「在宅避難」とフェーズフリーで考え

る災害に負けない生きる力ー

「一般社団法人フェーズフリー協会」

にお話を聞く

日程調整中

特別授業

刑事政策／刑務所

・早稲田大学社会安全政策研究

所等の協力により，犯罪の実情と

再犯防止と被害者支援の観点から

刑務所等を視察し，安心安全な社

会づくりについて考える

・人と人が支え合う社会とはどんなも

のか



音楽とアートのちから

・「音楽は時間に咲く花」番外編

・大災害の地に音楽やアートは必要

か。被災した音楽家が語る

・被災者と語るアートの威力と世界

への使命

医療と福祉の現場から

・障がいがあっても病気でも幸せな人

生っていえる生き方

・子どもの看護の現場から医療者と考え

る「子どもの幸せな人生」について

・障ががあることは不幸か。それは誰が

決めるのか

デジタル・メタバース

・ネット空間の哲学・リテラシーの持ち方

・UX視点で考えるデジタルとこれからの

仕事のありかた

・生活起点で考えてみるデジタル・IT・

UX・WEB3ってなに？

カリキュラム

2023.10.14(土)

10:00-12:00

2023.10.15(日)

10:00-12:00

2023.10.21(土)

10:00-12:00



現地見学と特別授業

心を燃やす‐たき火と対話の幸福論

・さまざまな「幸福論」のありかた

・幸せと不幸せを決める分岐点はどこ

にあるんだろう・誰が決めるんだろう

・自分の幸せについて考えてみる

・たき火を囲んで語ることの効力

聞く・伝えるプレゼンスキル

・新聞記者から聞く 「人からうまく話

を聞く」技術

・「思いを伝える」自分を表現するコ

ミュニケーションスキル

・効果的なプレゼン資料の作り方

「私たちが作る居心地のいいサードプ

レイス」

・若い人が作る地域の懸け橋になる

ポジティブ・コミュニティの作り方

・各地の実例

ワークショップ

カリキュラム

2023.10.22(日)

10:00-12:00

2023.11.11(土)

10:00-12:00

2023.11.18(土)

10:00-12:00



チダラボ
スチューデント・リベラルアーツ
シンポジウム2023

ー世界はセルフメードのアートでできているー

日時：2024年２月10日㈯ 16:00ー18:00

場所：バーチャルキャンパス「チダラボ・リカレント市民大学」＆

 ハイブリッド（東京都内イベントスペース）

基調講演

シンポジウム

パネルディスカッション：スチューデント

18:00 チダラボ スチューデント・リベラルアーツPRG 卒業式



教授陣



スチューデント・リベラルアーツプロジェクト

千田 早苗

NPO法人チダラボ理事長

元法務省・検察庁

早稲田大学社会安全政策研

究所招聘研究員

公益財団法人刑事政策研究

会参与補佐

阪井 光平

NPO法人チダラボ理事

弁護士法人カイロス総合法律

事務所弁護士

元法務省法務総合研究所国

際協力部長等歴任

早稲田大学社会安全政策研

究所招聘研究員

石川 正興

NPO法人チダラボ顧問

早稲田大学名誉教授

早稲田大学社会安全政策研

究所顧問

瀬沼 靜子

NPO法人チダラボ副理事長

公益財団法人「お金を回そう基

金」プログラムオフィサー

早稲田大学社会安全政策研

究所招聘研究員



リベラルアーツ教授陣

千田早苗

心理学・ジョブクラフティング・プレ

ゼン技術等

品田一世

お金と経済学

吉開多一 教授

刑事政策

阪井光平 弁護士

犯罪学・刑事法学

NPO法人チダラボ理事長

元法務省・検察庁

早稲田大学社会安全政策研究

所招聘研究員

公益財団法人刑事政策研究会

参与補佐

国士舘大学法学部教授・

弁護士

元東京地検特捜部・大阪地検

特捜部検事

早稲田大学社会安全政策研

究所招聘研究員

海外トップファイナンシャルプランナー

カナダ在住

在学中プロキックボクサー → 三菱UFJモ

ルガン・スタンレー証券 → ニューヨーク工

科大学大学院にてMBA取得 → ロイヤ

ルバンクオブカナダでIRP → バンクーバー

でFPとして独立

NPO法人チダラボ理事

弁護士法人カイロス総合法律

事務所

元法務省法務総合研究所国

際協力部長等歴任

早稲田大学社会安全政策研

究所招聘研究員



リベラルアーツ教授陣

甚目裕夫

音楽・リベラルアーツ

新しい教育とダイバージョンの人生

神谷美帆

医療と福祉の現場から

井口治美

倫理学とIT社会

渡邊晃久

僕たちの哲学

デジタル・メタバース

ピアニスト，音楽プロデューサー

国立音楽大学大学院修了

イタリアの音楽祭，コンクール審

査を歴任 / (株)CENTRO 

LIRICA代表取締役

唯一無二のリベラルアーツ教育者

として早稲田大学国際教養学部

で講師を務める

㈱付箋企画 代表取締役

マーケティング/事業企画コンサルタント

・UXプランナー・デジタル化推進事業

大阪，東京を中心に11年間販売促進，

広告業務に従事し，独立。

大阪市立大学大学院博士課程退学

社会思想史，社会学専攻

看護師／保健師

名古屋大学大学院医学系研

究科総合保健学専攻博士後

期課程在籍

愛知医科大学看護学部非常

勤講師（小児看護学）

横須賀市役所／地方公務員

愛知学院大学文学部宗教学

科卒／関東学院大学大学院

等で言語哲学等に触れる



リベラルアーツ教授陣

佐藤 唯行

特別授業 防  災

刑事政策とサステナビリティ

特別授業 刑事政策

一般社団法人フェーズフリー協会

代表理事
早稲田大学社会安全政策研

究所ほか

ジャーナリスト・

大手新聞社記者

聞く・伝えるプレゼンスキル

マスコミで活躍する現役のジャーナ

リスト・記者から，取材を通して

身につけた「人から話を聞くスキ

ル」を聞く

社会学研究者

サードプレイスの作り方

ワークショップ

Coming soon



リベラルアーツ教授陣

チダラボオールスターズ

新しい教育とダイバージョンの人生

内田 稔 中島 坊童

中島坊童事務所所長

探偵・フリーライター

人間臭いドラマが24時間繰り

広げられている歌舞伎町を拠点

に、探偵業、相談支援活動、オ

ンラインセミナー等を行っている。

スローガンは「心の未解決事件

を探る」。

特定非営利活動法人ハーベス

ト代表理事 / 宮城県庁

県内の中学・高校でキャリアセミ

ナーを開催し人材育成や地方

創生に貢献するNPOを牽引。

「仙台たき火ティー」では幅広い

年代を対象にたき火を囲む場づ

くりを行っている。

心を燃やす-たき火と対話の幸福論 新しい教育とダイバージョンの人生 ファシリテーション

山崎 賢治

NPO法人ならはらの森

なかの学舎副理事長

元小学校教員 / より人間らしく

いられる共育の場を求め、フリー

スクール立上げに。安心して本

音を伝え合うことができる対話

的な文化を地域に根付かせ、

教育の民主化・多様化に貢献

することがミッション。



１年間の活動計画

2023 1 月 2 月 3 月 4 月

2024

5 月 6 月 7 月 10 月8 月 9 月 11 月 12 月

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 10 月8 月 9 月 11 月 12 月

シンポジウム

2024 年 2 月

プレ研究

2023年２月

授業開始

2023 年 6 月

卒業式

2024年2月

夏休み期間中に見学



サマリー

プロジェクト２年目以降は

・津波被災地やソーシャルファームの視察等を
もって被災の風化を防ぎ，持続可能な復興支援に
関連する活動への子ども世代へのプロジェクトを
単独で形成予定

・次年度は，参加した子どもをモデルケースとし
て，その成長に添って随時受講可能な授業を用意
し，学びの持続性を担保するプログラムを準備す
る

・上記２点について収益的授業構築を図り，１～
３年の長期若者教育プログラムを作る



お申込みはこちらから

① オールプログラム・スチューデント
対象者は生徒又は2５歳以下の方です。授業参加・見学参加・シンポジウム登壇がセットです。

② オールプログラム・ペアレンツ
対象者はスチューデントの近親者です。授業参加・見学参加・シンポジウム参加がセットです。

③ ゲスト
対象者は全ての社会人です。授業参加＆聴講・シンポジウム聴講ができます。一部有料授業があります

④ インターンシップ
制作スタッフ・運営ボランティアとしてプログラムを支えたいという方を随時募集しています

授業詳細はシラバスを参照願います

   click here

問い合わせ・申込みフォーム

https://forms.gle/7MqfPLzubnAKuX7s5


ありがとうございました
NPOチダラボ

〒107-0062 東京都港区南青山2-2-15 ウィン青山531
TEL：080-9022-3772 ㈹ 東京オフィス

〒984-0065 宮城県仙台市若林区土樋43-2
TEL(FAX)：022-395-4592 ㈹ 仙台オフィス

Email：info@chidalabo.com

打合せはバーチャルオフィスにてオンラインで承ります。
バーチャルオフィスは下記リンクからログインできます。
https://chidalabo.ovice.in/lobby/enter

営業時間：月～金 10時～18時00分

https://chidalabo.ovice.in/lobby/enter
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